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の増加が遇浣時のADL改善に重要であること、特に認知症の無い患者では、 後者の増加によって週院時

ADLが有意に改善することがボ唆されたコ

第3章「活動的な高齢日本人患者の転位型大腿骨頸部骨折に対する3種類の術式に関する費用効果分析」
では、 活動的な高齢日本人患者を対象として、転位型大腿阻碩部骨折に対する、BHA、SB-THA（シング

ルベアリング人工股関節全置換術）、DM-THA(デュアルモビリティ人工股関節全彫喚術）の3つの術式間で
費用効果分析を行った。 まず、 転位型大腿酎頷部骨折の 75歳女性をベースケースとして、 マルコフモデ

ルと組み合わせた決定木モデルで5年間に及ぶ費用と質調整生存年を算出し、 更□靱変分析を実施した。

更にジナリオ分析を行い、他の年齢層を及び男性についても検討した。その結果、75歳女性では、SB-THA
がBHAよりも2年間で，DM-THAがSB-THAよりも5年間で費用対効果に優れていること、65歳～
85歳では、SB-THAがBHAよりも費用対効果に優れていること、65~75歳では、 更にDM-THAが
SB-THAより費用対効果に優れていることが確認されに

第4章「総括」では、 これらの成果を踏まえて本研究の意義、今後の展望が述べられている。 

本論文は主に以下の点で評価できる。

第一に，第2章の研究において、国立病院機構東京医療センターの6年間に及ぶ治療データを集積した
データセットを構築して分析したことである。特に、診療報酬請求の為のDPCデータのみでなく、電子
カルテデータも用いることで、ADLスコアであるBI等前者で不足する変数を補完すると共に信頼性・妥

当性を高めていることは重要である。 更に、 分析においては、 医学系の研究で従来余り使われて来なかっ
た共分散構造分析お盛用して、 多様な説明変数と目的変婆の間の相互の関係を解き明かそうとしたこと、

更には多母集団同時分析む彰甘して認知症の有無での相違を見出そうとしたことも評価できる。

第二に、第3章においては、 マルコフモデルと組み合わせた決定木モデルを用いて費用効用分析を行っ

ているが、 モデルに当てはめた各変数のパラメータを変動させてトルネード図を示すと共に、 1万回のシ

ミュレーションを行い増分費用効果散布図を示すPSA（確率的感度分析）を行うというように、 感度分析を
手堅く行っていることは評価できる。

第三に、 これらの方法論上の配慮の結果、 臨床的にも意義ある結果を提示している。特に、第二章にお
いて、 八浣から手術までの日数が短いほど遇浣時のADLが良いこと、1日当たりのリハビリテーション

単位数が大きいほど退莞痔のADLが良いこと、 更に認知症の有無で比べると、 認知症の無い患者の場合

に1日あたりのリハビリテーション単位数は退浣時のADLに有意に寄与するという知見は有益である。

また、第三章において、BHAよりSB-THA、DM-THAが費用対効果に優れてことを示すと共に、 相互
の関係を効率的フロンティア曲線に示していることも有用であろう。
一方で、 幾つか課題も指摘することが出来る。

第一に、第2章の研究は、整形外科侶t関節領域）の水準の高い大規模の病院1病院でのデータを基にし
て分析であることである。つまり、得られた知見は日本全体の傾向を示しているかどうかは不確かであり、

今後、 調査対象病院を増やして同様⑬祀究がなされることが期待される。 しかし一方で、 大腿骨頭部骨折

に対する手術に高い水準の技術を安定して発揮している病院において、 退浣時により高いADLを得る為

には、 早期の手術、術後のリハビリテーション時間が重要であるという知見が得られたことは今後の治療

ガイドライン等の検討にも有益であることに違いはない。 また、DPCデータや電子カルテデータを活用
できるようになった状況下では、 各病院が自院の治療実績について、 本研究のような検討をすることが質
の改善の為には大切であり、本研究はそのモデルとしても有益であると言うこともできよう。




